
○ 科学技術政策の一翼を担うために設置された文部科学省直轄の国立試験研究機関

⇒ 具体的な課題に基づく、行政部局からの要請にこたえる機動的な調査研究
将来発生する課題を予見した自発的で深く掘り下げた調査研究

○ 科学技術政策研究の中核機関

科学技術政策研究所中期計画 (2006-2010)

機関評価委員会機関評価委員会 ○「政策志向型」、「戦略提示型」を第一優先度
○基本計画レビュー調査、予測調査等は、これまでの理論的、方法論的な中長期的な

調査研究の賜物であり、第３期基本計画に大きく貢献

○差別化と他機関との戦略的な連携
○トップレベルの研究者からなる研究会を設置し、研究テーマ・手法に反映

科学技術システムに係る調査研究

ダイナミックな人事交流
密な連携・意思疎通

データ提供
動向の把握

研究者の受入れ

行政関係機関
（ ＭＥＸＴ、ＣＳＴＰ
ＥＳＲＩ、 ＪＳＴ等 )

その他研究機関
（ＧＲＩＰＳ・大学／民間
国内・海外研究機関等）

科学技術政策研究所の役割科学技術政策研究所の役割

組織運営の在り方組織運営の在り方

調査研究推進の方向性調査研究推進の方向性

イノベーションに係る調査研究

将来発展する分野･領域の探索に係る調査研究

科学技術と社会の包括的な関係に関する調査研究

科学技術政策の成果等を測る評価についての調査研究

基本的な方向性
・科学技術システム改革と科学技術の
戦略的重点化への貢献
⇒システム全体を俯瞰する視点、
分野・領域ごとのきめ細かい分析

・中核機関としての使命
⇒行政部局の要請への対応、
研究者コミュニティへの指標等の提供

・科学技術に対する国民の支持の獲得
・弾力的かつ実効的な年次調査研究
実施計画の策定

個別調査研究を堅実に推進

常設的な研究会の設置
・特に重要な研究テーマについて有識者や
専門家からなる常設的な研究会を設置

・今後取り上げる課題や手法について深く
掘り下げた意見交換を行い、調査研究に反映

・若手人材の育成

・民間企業等の人材の活用

・外国人研究者の受入れ等

関係機関との戦略的・包括的連携

資源の活用

・リソースの充実

・シンクタンク等の活用

・外部資金の獲得

人材等の確保

中長期的視野に立った、人材、ファンディングエージェンシーの
あり方、地域科学技術、知財等について調査研究等

イノベーションのボトルネックに関する調査研究、
測定・評価手法に関する調査研究等

動向調査、技術予測等

科学技術に関する国民意識の醸成に関する調査研究等

第３期基本計画のフォローアップに資する調査研究

○人材の育成・確保・活躍の促進
○絶えざるイノベーション創出
○科学技術の戦略的重点化
○社会・国民に支持される科学技術
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